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後
発
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
者

１
７
２
社
に
よ
る
自
主
点
検
の
結

果
、
対
象
品
目
の
43
・
５
％（
３

７
９
６
品
目
）が
製
造
販
売
承
認

書
と
異
な
る
方
法
で
造
ら
れ
て
い

た
事
が
分
か
っ
た
。
医
療
関
係
者

か
ら
は「
モ
ラ
ル
の
低
下
」
と
い

っ
た
批
判
も
飛
び
出
し
て
い
る
。

医
薬
品
の
供
給
不
足
が
続
く
中
、

「
後
発
薬
の
安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル

出
来
れ
ば
」と
望
ん
で
い
た
厚
生

労
働
省
の
思
惑
は
脆
く
も
崩
れ
た
。

後
発
薬
を
巡
っ
て
は
２
０
２
１

年
度
以
降
、
品
質
不
正
の
発
覚
↘

が
相
次
ぐ
。
日
医
工
、
小
林
化
工
な
ど
21
社
が
業
務
停
止
等

の
行
政
処
分
を
受
け
、
医
薬
品
供
給
不
足
の
一
因
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
同
省
は
業
界
に
自
主
点

検
を
要
請
し
て
い
た
。

厚
労
省
の
求
め
に
応
じ
、
調
査
は
２
４
年
４
～
10
月
に
実

施
さ
れ
た
。
製
薬
業
界
に
よ
る
自
主
点
検
は
３
度
目
と
な
る

が
、
品
質
不
正
が
後
を
絶
た
な
い
事
か
ら
今
回
は
日
本
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
製
薬
協
会
加
盟
社
に
限
ら
ず
全
後
発
薬
８
７
３
４

品
目
を
対
象
と
し
た
。
又
、
製
造
方
法
だ
け
で
な
く
規
格
や

品
質
試
験
の
方
法
に
至
る
迄
細
部
に
亘
る
検
査
と
し
た
。

そ
の
結
果
が
、
４
割
を
超
す
３
７
９
６
品
目
に
製
造
販
売

承
認
書
と
の
食
い
違
い
が
見
つ
か
る
、
と
い
う
物
だ
っ
た
。

内
、
薬
事
対
応
を
終
え
た
物
、
対
応
を
実
施
中
の
物
が
計
３

４
５
６
品
目
と
大
半
を
占
め
る
。
不
正
の
具
体
的
な
内
容
↘

毎
に
厚
労
省
か
ら
取
得
す
る
必
要
が
有
り
、
違
反
す
れ
ば
改

善
・
業
務
停
止
命
令
等
の
対
象
に
も
成
り
得
る
。
只
、
調
査

結
果
を
報
告
し
た
日
本
製
薬
団
体
連
合
会
は「
重
大
な
相

違
」は
無
か
っ
た
と
し
、
厚
労
省
と
共
に「
安
全
性
に
問
題

は
無
い
」と
強
調
し
て
い
る
。
11
月
18
日
の
厚
労
省
の「
医

療
用
医
薬
品
の
安
定
確
保
策
に
関
す
る
関
係
者
会
議
」。
日

薬
連
の
担
当
者
は
従
来
よ
り
詳
細
な
調
査
を
し
た
と
説
明
し
、

「
膿
を
出
し
切
る
と
い
う
意
味
で
細
部
ま
で
点
検
し
た
」と

語
っ
た
。
し
か
し
、「
細
部
ま
で
実
施
し
た
為
に
不
正
が
増
え

た
」「
不
正
は
軽
微
」と
言
わ
ん
ば
か
り
の
説
明
に
、
メ
ン
バ

ー
か
ら
は「
現
場
で
は
患
者
さ
ん
に（
承
認
書
と
製
造
方
法

に
）相
違
が
無
い
も
の
と
説
明
し
て
い
る
」（
豊
見
敦
日
本
薬

剤
師
会
常
務
理
事
）、「
技
術
力
の
低
下
、
曖
昧
さ
が（
不
祥

事
の
背
景
に
）あ
る
」（
宮
川
政
昭
日
本
医
師
会
常
任
理
事
）、

「
衝
撃
的
な
数
字
だ
。
モ
ラ
ル
の
低
下
と
言
わ
れ
て
も
仕
方

な
い
」（
清
田
浩
座
長
・
東
京
慈
恵
会
医
科
大
客
員
教
授
）等
、

厳
し
い
発
言
が
相
次
い
だ
。
川
上
純
一
浜
松
医
科
大
学
医
学

部
附
属
病
院
薬
剤
部
教
授
は「
原
因
や
背
景
を
調
査
し
な
い

と
再
発
防
止
や
対
策
に
繋
が
ら
な
い
」と
指
摘
し
た
。

医
療
費
抑
制
の
観
点
も
有
り
、
厚
労
省
は
先
発
薬
よ
り
３

～
７
割
程
度
安
い
後
発
薬
普
及
の
旗
を
振
っ
て
い
る
。
24
年

10
月
か
ら
は
後
発
薬
が
有
る
の
に
先
発
薬
を
希
望
す
る
患
者

に
は「
特
別
料
金
」を
課
す
制
度
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
数
量

ベ
ー
ス
の
普
及
率
は
８
割
に
達
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
或
る

厚
労
省
Ｏ
Ｂ
は「
後
発
薬
の
場
合
、
ま
だ
ま
だ
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
品
質
の
差
が
大
き
い
。
何
処
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
必
死

だ
ろ
う
し
、
正
直
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
抱
い
て
い
た
印

象
と
大
き
く
は
違
わ
ず
、
意
外
と
は
思
え
な
い
」と
明
か
す
。

24
年
10
月
末
時
点
で
、
依
然
医
療
用
医
薬
品
の
約
２
割
の

品
目
が
限
定
出
荷
や
供
給
停
止
と
な
り
、
咳
止
め
や
解
熱
鎮

痛
剤
の
不
足
を
招
い
て
い
る
。
後
発
薬
メ
ー
カ
ー
の
不
正
の

影
響
が
尾
を
引
い
て
い
る
。
解
決
に
は
限
定
出
荷
の
解
除
が

必
要
と
な
る
が
、厚
労
省
幹
部
は
困
惑
を
隠
せ
な
い
。「
後
発

薬
の
安
全
性
を
理
解
し
て
貰
え
な
い
事
に
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。そ
の
点
で
今
回
の
数
字
は
痛
い
…
…
」。後
発
医
薬
品

メ
ー
カ
ー
ト
ッ
プ
の
責
任
が
追
求
さ
れ
る
。

は
、
▽
製
造
販
売
承
認

書
で
は「
原
材
料
を
一

度
に
投
入
し
て
混
合

す
る
」と
な
っ
て
い
る

の
に
、
少
量
・
分
割
し

て
投
入
▽
Ｐ
Ｈ
測
定

時
の
試
験
溶
液
量
を

承
認
書
は
10
㍉
㍑
と

し
て
い
る
一
方
、
実
際

の
測
定
時
に
は
20
㍉

㍑
で
実
施
▽
薬
の
成

分
の
名
前
の
表
記
ミ
ス
―
―
等
だ
っ
た
。

製
造
販
売
承
認
書
に
は
医
薬
品
の
製
造
方
法
、
規
格
試
験

の
手
順
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
各
メ
ー
カ
ー
は
品
目
↖

第
20２
回 

後
発
医
薬
品
の
品
質
不
正
に
悩
ま
さ
れ
る
厚
労
省


